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サッカー試合の国際主審及び
ボールの移動距離に関する研究
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本論文要旨の一部は，日本体育学会第話題大会 (1994年 10月6日，山形大学，共同研究
者:大谷大学・瀬戸進，神戸女子大学・宮村茂紀)にて口頭発表したものである。
日本のサッカーは 1995年 8月のユニバーシアード福岡大会で大学日本代表が拐優勝， 4月
には第 8@]ワールドユース選手権大会(カタール)で U-20司本代表がベスト 81)，8丹第 3
@] U-17世界選手権大会(エクアドル)で U-17日本代表がグループ予選で第 3位，準々決勝
進出はできなかったが，アジア地区で、勝ち残つての世界大会出場であった。さらに女子では 6
丹第 2回女子 W 杯世界選手権大会(スウェーデン)でベスト Sの結果 96年アトランタ五輪
の出場権を護得心するなど，このように何年 Jリーグ開始以来， 94~95 年にかけて男・女各
年齢層の競技力が国際的に急速に進歩しつつある。また一方 アジアで初の 2002年ワールド
カップ開催にむけて ゆ年 1 月に開催の意志表示をして以来 ようやく何年3月に正式立
候補3)に至った。従って今後詰益々 サッカーにおける国際的な競技力の強化向上が望まれる
と同時に開擢昌として大会運営の充実と強化も必要に迫られることになろう c 特に運営面の一
つを支える審判の役説及び機詫のレベルは今以上に国際的な実力が要求されることとなろう。
従来より，この審判員育成の視点の構造化を意図して独自に開発した経時的観察記録法によ
り，試合中に出現する主審の違反の判定・適用及び、その出現時の主審と違反地点との距離や角
震などの実態を探り 4-13' さらにトレース法を用い主審の移動距離及びボールの移動距離など
を灘定し，これらから主審の判定や動きなどを主審の級別・グレード別男・女サッカー各撞5J1j
(社会人・一段~少年・小学生)大会毎に究明し4:5)9)10) 12-19) その一部を報告しつつある c
今回は，日本国内で行われた国内試合及び毘際大会での日本国際主審と外盟国際主審の特性
についてよヒ較したのでその一部を報告する。
1 方法
1 )謂査時期;1988 年 6 月 ~1994 年 1 月までとした。
2)対象試合及び主審;対象試合はすべて日本国内で行われたものである。
1988年第 28@]アジアユース l次予選第 8組 90分試合 (A'y)外国国際6例。 1993年第2
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回U-17世界選手権大会グループリーグ・準々決勝・準決勝80分試合(U-17)外国国際8例。
1992年第 10回アジア杯準決勝・三位決定戦・決勝90分試合 (A杯)外冨冨際4例。 1992・93
年第 72・73回天皇杯準々決勝・準決勝・決勝及び93年 Jリーグ第 1ステージ 90分試合 (J
'E杯〉日本国際6fJITo 1991・92・93年第 12・13・14酉トヨタ杯欧州・南米クラブ世界一決
定戦90分試合 (T杯)外冨国際3期 総計27例とした。いずれも主審とボールが対応する同
一試合に張るものとした(表 1)。
3)主審の移動距離20)及び、ボールの移動距離ヲ)の記録;①独告に VTRに録麗し，再生したも
のを記録用紙に記述した。②記録用紙は競技場の縮尺 1: 524を用いた。 5分単{立でトレー
ス20-21)し，前・後半のロスタイムを豆分して記録した。移動距離の算出はキルピメータ22-24)
を用いた。なお，空中のボール誌平面として記録25)した。③左・右領域別亙分はサッカーコー
トを縦割りし，ハーフラインとで出来る 4豆分された韻域のうち，主審の左-左の対角線の 2
領域を左領域とした(図 5)。
4)暫定の記録;従来より用いている独自に考案した観察項目式チェック法4寸 )7)である。①
違反の生起率は 3つの要因別とし，要国 I違反の判定及び要因Eアドバンテージ適用時の違反
の種類とその適・否。要因E違反の見落とし又は晃逃し並びにそのなかでの F哀がのぞましい
もの及び、アドバンテージ適用がのぞましいものの違反の種類。なお，これらからの得点，シュ
トー， FKへの関連'註などとした。②判定の距離は違反地点と主審との距離で，記号は N・5
m 迄， A ・ 5~10m， B ・1O~20m， C . 20~30 m， D . 30m以上であるが資料としては 10m
迄・近いm離， 1O~20m' 中需距離， 20m 以上・遠い距離の 3 区分とした。③判定角震は違
反があった時に，ボールを保持していた選手の攻撃方向とそれに対する主審との角度で，記号
はA'斜巨前， B'斜自後， C'真後， D'真横， E'真前の 5方向とした。さらにその左鶴，
右側及び外右やブラインドとした。なお，右髄とはレフェリーが左-左の対角線をとっている
場合に，ボールを保持している選手に対して右側からの判定位量(ラインズマンを背中;こして
いるポジション)のものとした。孫右とはレフェリーサイドのタッチライン沿いのボール展開
で，レフェリーが右側からみざるを得ない場合のものとした。これらの記録の時間区分は分単
位とした。④判定・適用の適・否及び見落とし又辻見逃しの評定は日本の審判インスベクタ
ー インストラクターの協力を得た。⑤違反の種類別は手で主にするもの H，ヨO，P，STの4
種類，足で主にするもの J，K， Tの3種類，上体で主にするもの B，Fの2種類，間接フリー
キックとするものC.D. 4 S.OB. OF. UGの6種類 その地として FTとその他 POの2種類
の計 17種類とした。
5)分析項目;①大会別に国際主審及びポールの 5分毎の移動距離(表 1，毘 1，図 2)。
②ボールの移動距離に対する主審の移動距離の比率 (RJB)及び時需帯別?首長(図 3，図針。
②主審及びボールの左・右領域別 5分毎の平均移動距離(表2)。④主審及びボールの左・右
領域別 5分毎の移動距離の平均笹による左・右領域到辻率の時間帯加消長(菌 6)からみた主
審とポールの接近変。舎主審とボールの同一人の同じ時間帯における動きのトレースによる同
調性(図 7)。⑤判定時及びシュート・得点時における距離と角度，並びに右測からの判定(図
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8)などとした。
1 結果及び考察
百本国内で行われた国内試合，国際大会の国際主審及びボールの 5分毎の平均移動距離並び
に1試合当りの平均移動距離を表 1に示し，さらに 5分毎の平均移動距離及びその有意差を図
上国 2に示した。各大会別にお分， 90分試合と試合時間の相違がみられるために 5分毎の
平均笹を軸として比較検討した。なお 大会別区分の呼称、の略記号は方法でも述べたが表 lの
注4) に従った。
1 国際主審の 5分毎の平均移動距離
国際主審の 5分毎の平均移動距離(表 1の左鶴，図りでは，最も多いのはむ-17の636m
であり，次いで l'E杯の 622m， A杯の 620m，さらに T杯の 549mの顕であった。 T杯は
前 3 者とは約 70~90 m の差がみられた。最も少ないの辻 A'Yの526mであった。これらの
有意差をみると， U-17，1' E杯及び A杯の 3者はいずれも T杯及び A'Yの2者に対してそ
れぞれ顕著に有意 (pく0.001) に大であった。
このじ-17， 1'E 杯、及び A 杯の上位 3 者の約 620~640m は日本の l 綾上金者の国際を自指
すものの 638m18)及び2綾上位者の 1級を目指すものの 635~660 m18)とほぼ類関しているこ
とは注昌されよう。なお， T 杯及び A'Y の約 520~550 m t土日本の 1萩中堅・ベテランの 560
m19)及び、2級・地域・社会人の 562m19)とほ迂類同して特徴的であった。
表 1 国祭主審とボールの試合中の移動毘離
試合 5分毎の平均 ロ1 三F、二 i試合当り平均
時間試合数 前半 後半 % ノゴ」二 R/B m 
分 M SD おf SD {増減率) M SD % おf SD 
A'Y 90 6 R 552.0 85.4 499.3 87.7 -9.5 525.6 90.5 46.7 9460.9 862.8 
1988 B 1180.0 243.6 1071.2 221.6 -9.2 1125.6 239.1 20260.5 1547.9 
む-17 80 8 R 656.6 104.8 615.0 111.7 6.3 635.8 110.3 47.0 10172.1 1264.5 
1993 B 1370.3 185.9 1335.3 256.0 -2.6 1352.8 224‘4 21644.5 1335.6 
Atf 90 4 R 636.2 107.6 602.7 131.2 -5.3 619.5 121.1 46.3 11150.6 1732.6 
1992 B 1386.6 193.5 1288.2 296.8 -7.1 1337.4 255.3 24072.6 651.2 
J. E 千不 90 6 R 644.7 71.9 599.6 70.3 7.0 622.2 74.6 46.5 11198.8 435.2 
1992・93 B 1364.9 212.5 1311.3 268.9 -3.9 1338.1 243.8 24085.7 1335.3 
T 十不 90 3 R 571.7 65.8 526.5 59.3 -7.9 549.1 66.6 37.3 9884.3 335.7 
1991・92・93 B 1570.6 234.8 1373.9 221.4 12.5 1472.2 248.5 26500.5 1245.4 
注 1)主審 'Rとボール 'Bは同一試合である。 注 2)増減率;5分毎の平均の前半の移動距離を基準
にした後半の移動距離の増減率。 注 3)RIB;主審の移動距離/ボールの移動距離 % 注射 A'Y;
第諸国アジアユース l次予選第 8組。 む-17;第2回， U-17世界選手権グループワーグ・準々決・準
決。 A杯;第 10@]アジア杯準決・三決・決勝。 J.E杯;第 72・73回天皇杯準々決・準決・決勝，
何年 J1) グー。 T杯;第 12，13， 14 @_]トヨタ杯。
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図 1 主審の移動距離 (5分毎の平均) 図2 ポールの移動距離 (5分毎の平均)
2 ボールの 5分毎の平均移動距離
ボールの 5分毎の平均移動距離(表 lの左側， 図2) では，最も多いのは T杯の 1472mで
あった。次いで， U-17の 1353m， J . E杯、の 1338m， A杯の 1337mで， この 3者はtiぼ同じ
水準であ乃， T 杯とは約 120~130m の差がみられて， 明らかに有意(P<O.OI)に小であった。
最も少ないのは A'Yの1l26mであり， T杯とは約 340m，さらにじ-17，J'E杯及び A杯
の 3 者と辻約 210~230mの差がみられ， A'Yは他のいずれに対しても顕著に有意(pく0.001)
に小であった。
ボールの移動距離では， 国襟試合は学生国捺84年の 1441.2m (SO 134.8， n 54， 3 -WU)5)及び
男子国際91の 1394.0m (SO 207.3， n 72， 4例)14)などの報告があり， さらに国内試合では国体
少年の部88の 1310.6m (SO 187.8， n 28， 2例)13) ，全国高校92・93の 1430.8m (SO 194.3， n 48， 
3到)18) ，全自大学92の 1403.6m (SO 208.4， n 54， 3例)18) ， JSL 89の 1444.8m (SO 253ムn18， 
l例)12)， JSL・天皇杯87-91の 1357.6m (SO 245.4， n 216， 12例)17)などの報告があるが， T-1'不
のボールの移動距離の 1472mは， 日本の JSL'天皇杯、87-91の 1357.6mよりも明らかに有意
(P<O.OI) に大であったことは注目されよう。
3 ボールの移動距離に対する主審の移動距離の比率及び時需帯別清長
ボールの移動距離によって主審の移動距離に影響があるかどうかをみたものが表 l真中の R
/B， !pちボールの移動距離に対する主審の移動産離の比率である。
RIBの大会開比率では， A'Y，U-17，A杯、及び1・E
杯などの 4 者は 46.3~47.0% でほぼi可じ水準であった。
τ杯、が最も抵く 37.3%であった(国 3)。
この A'Y，U-17，A杯及び J'E杯、などの4者は外国
冨際の 40~45% 14-15) 17)よりもわずかに大であり，逆に
τ杯の 37.3%は小であったことが特徴的と言えよう。
菌4は，大会別のボールの移動車離に対する主審の移
動距離の比率の 5分毎の時間帯別消長を示している。。
印の A'Y，.印のむ-17，ム印の A杯及び、A印の J'E 
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注)so;退場 c;警告示虻;選手交替 Ing;負傷
杯などの 4 者は前・後半ともにおおむね 43~50% の間で推移し，ほほ隷相が類同していたっ
口印の T 杯は最も抵くほほ 35~40% の需で推移していた。なお，ム印 A 杯の設半 15~20 分
の60%はこの時時帯に全4試合中退場 1，警告 2，選手交替 1，負傷 1などのアウトオププレ
ーが5回出現し，ボールの移動距離が約 855m と飽の時間帯よりも少なくなった時間帯であ
っ?こ亡
以上のことから，外盟及び日本の国際主審の 5分毎の平均移動距離は， '1'ま 550~630mで
あり，日本の毘捺は 5分毎の平均移動距離622mとよく走っていると言えよう。大会開ボー
ルの平均移動距離では，世界一決定戦のトヨタ杯が約 1470mであり，アジアの A杯及び日本
の J'E杯、は約 1340mであるc これら A杯茨び J'E杯は T杯とよヒして 130mの差がみら
れヲ T杯、の約 90%に相当するものと言えよう。
4 主審とボールの左・右領域別移動距離の比率及び動きのトレースからの向調性
サッカーコートの左領域及び右領域の区分は既に方法でも述べたが主審の採用する左-左の
対角線の場合は国 5に示した通りである c 主審
とポールの 5分毎の平均移動距離における左・
右領域別移動距離の比率を表2に示したc 比率
;ま左・右領域合わせて 100%とし，有意差は t
検定である。
ボールの左・右領域別 5分毎の平均移動距離
では，左領域が約 560~750mであ持，右語域
は約 565~720mであった。左・右領域別の比
率では，いずれの大会別区分も迂ぼ半々の 48
~52% であったc これらの左対右の比率は従
来の報告12i14) 15) 17-19)と一致した 3
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図5 左・右領土或区分
注)矢印は主審の需用する左一左の対角隷の
408/'、
J事手口
表2 左・右領域剖主審・ボールの 5分毎の平均移動距離と
その右意差(t)及び比率
Ball ロ1 Ref. ロ1
左領域 右領域 左領域 主領域
A'Y n 108 108 108 108 
i ** 
M 560.5 565.1 308.6 217.0 
SD 148.7 160.0 75.9 68.6 
(%) (49.8) (50.2) (58.7) (41.3) 
む-17 n 128 128 128 128 
i * 
M 649.2 703.6 367金5 268.2 
SD 153.4 157.0 87盃l 76.6 
(%) (48.0) (52.0) (57.8) (42.2) 
A杯 n 72 72 72 72 
おf 668.8 668.6 352.7 266.8 
SD 179.1 152.1 85.6 75.1 
(%) (50.0) (50.0) (56.9) (43.1) 
J' E 十不 n 108 108 108 108 
「牢*
M 671.8 666.3 368.9 253.2 
SD 164.2 180.3 77.8 73.3 
(%) (50.2) (49.8) (59.3) (40.7) 
T杯 n 54 54 54 54 
M 749.1 723.1 297.1 252.0 
SD 181.9 155.4 70.6 60.0 
(%) (50.9) (49.1 ) (54.1) (45到
*P<0.05ネ*P<O.Ol
主審の左・右顎域73U5分毎の
手均移動距離では，左領域が約
300~370 mであ司，右領域が
約 220~270 m であり約 80~
100mの差がみられた。なかで
もA'Y， U-17及び J'E杯の
3者はともに左領域が有意 (p
<0.01， pく0.05) に大であっ
た。左・右領域別の比率の左領
域では，最も多いのは J.E杯
の59.3%であり，次いで A'
Yの58.7%，U-17の57.89も， A
杯の 56.9%の}I[重であり，最も
少ないのは T杯の 54.1%であ
った。これらはおおむね 54~60
%と 60%以下であった。主審
は左-左の対角様式審判法を採
用していることから，左領域が
右領域よりも大であることは当
然のこととは言え，下位2者の
A杯及びτ杯の領域別移動距
離の左・右間には有意差がみち
れず注目されよう。
今回の外昌国際の左 54~59
%，右 41~46% は，従来の外富国際の左 54~57%，右 43 ~46% 12) 14) 15) 17)と比しでほぼ類司も
しくはわずかに大であると言えよう。さらに日本国際の左 59%右 41%は，従来の日本国際友
び l 殻上位者の左 57~63% ，右 37~給与も 12) 14) 15) 17) 18)と類同していたと言えようっ
図6は，主審及びボールの左・右領域別移動産離の比率から主審とボールの譲近度の時関帯
別指長をみようとしたものである。図の縦軸は 50%を中心に上方は左領域を 50%から +10，
+20%とし，下方辻右領域を 50%から +10，十20誌として示し，図中の・印は主審であり，
O印はボールである c 国7は，主審とボールの動きのトレースの同調性の事例であり，いずれ
も同一人のポールと主審の同じ時間帯のものを示した。
毘6の一番下の T杯は，主審とボールのとの接近度では最も高く，後半ではほとんど中央
もしくは右寄りに推移する様相がみられた。真中の A杯もややこれに近い様相を示していたっ
これらの主審の悟入の一例をトレースからみると， 93 年 T 杯の後半 30~35 分(国 7-1) 及び
92 年 A 杯 I 三{立決定戦の後半 20~25 分(圏 7-2) では，ボールはサッカーコートをほぼ全面
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函6 主審及びポールの左・右領域民 5分毎の移動距離の比率と接近震の消長
sall 1844.5m 
Ref 645.5m 畏/B36.8% 
密7-1 主審のポールの動きのトレース
による同調性の事例
93 T 十不 2 ND 30-35 min 
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Ball 1488.2m 
Ref 616.0m R/B 45.4克
~7-2 主審のボールの動きのトレース
による同調牲の事例
92A十不13rdp 2ND 20-25min 
Ref 932.7m R!B 53.1% 
函7-3 主審のポールの動きのトレース
による向調性の事例
92A 十不I F 2 ND 10-15 min 
図7-5 主審のボールの動きのトレース
による向調牲の事例
93 U-17 SF 2 ND 35-40 min 
Ball 1524.8m 
Ref 707.4m RIB 46.4完
図7-4 主審のボールの動きのトレース
による同議性の事倒
92 E杯 SF 2 ND 40-45 min 
にわたり展開し移動するトレースを示してい
るが，主審のトレースからは動きの幅がほぼ
センターサークル位の幅であ与，方向は誌と
んどがゴールラインに直角の様梧を示してい
た。なお，この両者は他の時間帯の主審のト
レースでも対角線の動きの様相が比較的少な
かったO
一方，図 6の下から二番目の J'E杯で辻
T杯とは少しく隷棺が異な号，主審は全て左
寄りで推移し，ボールとの接近度はやや広い
様相を示していた。上から二番目のじ-17が
ほぼこの 1・E杯に類同するものと言えよ
う。主審の個人の一例のトレースでは， 92 
年 E杯準決勝の後半40-45分(図7-4)及
び93年U-17準々決勝の後半35-40分(菌
7-5)などは，先述の τ杯及び A杯 Iとは
異なって，主審の動きの幅も広く，対角線の様相も比較的よくみられた。なお， A杯n(国 7
-3)は94年W杯 USAにアジア地区から出場した国際主審であり， E杯は例年 W杯 USA
f長補の国際主審のものである。
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判定時友びシュート・得点持の距離・角震，右側からの判定の生起率5 
図8は，判定距離及び角度，さらに右鶴からの判定の生起率であり，上は要冨 I違反の判定，
下はシュー要因Eアドバンテージ適用友び要因E違震の見藩とし又は見逃し時のものであり，
では，判定距離は 10mのものである。判定時〈要国 1・I. m) ト・得点時(要国N.V) 
20m以20m 位までの中間距離ではお~30% ，前設の近い距離がほぼ 70~75% で最も多く，
上の遠い距離では 3~5% でほとんど大会別の差がみられず同ヒ鎮向であった。角度では，斜
日後が最も多く 50~60% であり，真横で辻 T 杯の 25.2% 及び A 杯の 24.8% などが明らかに
(P<O.OI) ，大会加に特畿がみられると言えよう。多く
右鶴からの判定では，判定時及びシュート・得点時ともに T杯及び、 A杯が他の 3者に対し
先述の表2の左・右領域別主審の 5これは，に多いことが注巨されよう。(pく0.01)て有意
国6の主審及びボールの左・右領域別接近度の消長さらに図7の分毎の平均移動距離の比率，
さらに年次的な主審とボールの動きのトレースによる向調性などを証左するものと言えよう。
6 89年までの約T杯及び A杯、などの外冨国際は判定時では，推移を毘 9と上としてみると，
シュート・得点時では約 19% から 33~39%し，%から 20~27% と約 4 倍に増大 (pく 0.01)
と約 21音に増大 (P<0.05)して明らかに右側からの判定の多いことが特徴的であったs 一方，
日本の毘際及び l 綾上位者辻暫定時では A 時期の 85~86 年の 5.8% から B 時期の 88~91 年
間一一一寸
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要因ヨ:アドバンテージ適毘，要因盟:違反の見落とし又は見逃し，
要因V:需点呼
注)要医1:違反の判定，
要医N:シュート時，
の距離・角度、並びに右判定時(要因 1. I!. m)及びシュート・得点時{要因N . V) 
侵怜、らの判定の生起率
- 162-
国 8
F一一ー右側一一寸
ー
角度距離
ヲる
91列屋外国人， '85~'89. 
ロ[A]日・国・1，'85~'86. 28例
富 (B)日.0・1，'88~'91. 21部
2口ら
19:日8:手l
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
??????
?
?
? ? ?
右
7.2 
9.5 
19.1 '-'γJ 
L.-.I 
※※ 
右タト+藁
5.0 
““' 19.2 I 
20.9 I 
~I 
、"'
山・1
真宗寺巨後斜目前遠い距離中間距離近い距離。
10 
30 
50 
60 
20 
40 
?ュ?????????
? ?
70 
i主1)要国1:違反の判定，要因n:アドバンテージ適用，
要因盟:違反の克落とし又は見逃し，
要因N:シュート時，要因V:得点時
注 2)罰中の数字詰係
? ? ?
80 
弘
及びシュート・得点時(要国N・V)の距離・角章、並びに右
(小林久幸ち， 1991.日本体育学会第42@]大会・補助資料〉
判定時(要因 1. I. ID) 
倒かちの暫定の生起率
図9
今回の 92・93年の日本国際は 8.3%と増大 (P<0.05)し，には 3.0%と一度減少 (pく0.01)
要約及びまとめIV 
したことが注自されよう。
第2田U-17世界選1988~93 年の B本圏内で行われた第 28 @]アジアユース l次予選6関，
第 12~14 回トヨタ杯 3 例などの国際大会及び J リー
グ・第72・73回天皇杯6併の総計2717U における畠際主審及びボールの動きを独自に収録した
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第1O@]アジア杯4例，手権大会8例，
VTRからトレース法を用い，主審の移動距離及びボールの移動距離，並び、にその比率，主審
とボールの接近度など，さらに従来より吊いている独自に考案した観察項巨式チェック法によ
り判定時，シュート・得点時の距離と角麦，右鰯からの判定などを大会別に比較検許した。結
果は以下の通力であるG
① 国際主審の 5分毎の平均移動距離は， U-17の636m， J . E杯の 622m， A杯の 620m>
T杯の 549m，A. Yの526部 (P<0.001)であるc
②ボールの大会部 5分毎の平均移動距離は， T杯の 1472m>J・E杯の 1338m， A杯の
1337 m， U-17のl353m>A . Yの 1126m (pく0.01，P<O.OOl)である。
③ ボールの務動距離に対する主審の移動距離の比率は， A'Yの46.7%，U-17の47.0%，
A杯の 46.3%，J . E 杯の 46.5弘と 46~47% であり， T 杯は 37% である。
④ 菌際主審の左・右鎮境問移動距離の比率は，いずれも左領域の約 54~59% が宰領域の
約41~46% よりも多い。 A . Y， U-17及び J'E杯の左・右領域開移動距離の左・右間にはい
ずれも有意差 (pく0.05，Pく0.01)がみられるが， A杯及び T杯には有意差がみられないっ
⑤ ボールの左・右領域開移動距離の比率は，いずれの大会もほぼ 48~52% の半々である。
⑤ 国際主審とポールの動きの接近度では， J. E杯のE本昌際はやや爵合いの底い様相を
示しているが，主審のトレースかち辻対角線をキープしようとする様相がみられる。
T杯の国際主審はボールとの接近麦が高い様相を示しているが，右側からの判定も多く (p
く0.01)，主審のトレースからは中央でゴールラインと重角の様相がみられる。
A杯及び U-17の国際主審は前2者の中間的様相を示すが， A杯はやや T杯に類似し，じ-
17はほぼ 1・E杯に類同していることなどが示唆された。
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